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１　はじめに

　サハリン西部から北海道中軸部、さらに本州の東北地
方にかけて、白亜系～古第三系が幅数十km～150 km、
長さ1,400 km以上に渡って南北に狭長に分布する。こ
の白亜系～古第三系は、古太平洋（イザナギ）プレート
東縁の古東北日本弧－海溝系の前弧に堆積した一連の
地層であり，「蝦夷堆積盆（Yezo Forearc Basin）」と
いう広大な堆積盆と解釈した（例えば、Ando 2003；
安藤 2005；石坂ほか 2021；Ando and Takahashi 
2024；Sato et al. 2024など：図1）。蝦夷堆積盆の構
成要素は、北海道に分布する白亜系～古第三系蝦夷層
群、岩手県田

た
野
の

畑
はた

地域の下部白亜系宮古層群、岩手県
久
く

慈
じ

地域に分布する上部白亜系久慈層群、福島県常
じょうばん

磐
地域に分布する上部白亜系双

ふた
葉
ば

層群、茨城県の那
な

珂
か

湊
みなと

海岸周辺に分布する上部白亜系那珂湊層群などである
（Ando 2003）。
　蝦夷層群は、前期白亜紀～古第三紀の東アジアの前弧
海盆で堆積した地層である（Ando 2003；Takashima 
et al. 2004；Ueda 2016）。全層厚は約10,000 mにも
なり、下部白亜系～古第三系の海成～浅海成～河川成
の連続層序を保存する（Takashima et al. 2004）。本
層群は、伝統的に下位より“下部蝦夷層群”、“中部蝦夷
層群”、“上部蝦夷層群”、および“函淵層群”に区分され
てきたが（例えば、松本 1951；Okada 1983など）、
Takashima et al.（2004）により、北海道中央部の大夕
張、三笠、および苫前地域に分布する蝦夷層群の層序が
再検討され、惣

そうあしべつがわ
芦別川層、シューパロ川層、丸山層、日

ひ

陰
かげ

ノ
の

沢
さわ

層、三
み

笠
かさ

層、佐
さ

久
く

層、羽
は

幌
ぼろ

川
がわ

層、鹿
か

島
しま

層および
函
はこ

淵
ぶち

層の9層に再区分された。本論では、Takashima et 
al.（2004）の区分に基本的に従うものの、従来の区分
に従わざるを得ない場合には“ ”を付けて、旧区分名を
用いる。

　蝦夷層群函淵層は、「蝦夷堆積盆」の最上部層の一つ
であり、上部白亜系カンパニアン階～古第三系暁新統に
対比され、礫岩、砂岩および凝灰岩から構成される浅
海成～河川成堆積物である（安藤ほか 2007；久保見・
長田 2024）。函淵層は、北より宗谷丘陵、中

なかとんべつ
頓別、 
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図1　北海道～東北地方の白亜紀（～古第三紀）前弧海盆堆積
物（蝦夷堆積盆）の分布図　Ando（2003）を参考に作成
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天
て

塩
しお

－中川、芦別、大夕
ゆうばり

張、夕張および穂
ほ

別
べつ

地域にかけ 
て分布する（例えば，安藤 1993；安藤・安藤 2002；
Ando 2003；Ando and Tomosugi  2005；安藤ほか 
2007；保柳ほか 2007；Ando et al. 2010；Kubomi et 
al. 2023；久保見・長田 2024：図2）。
　各主要地域に分布する函淵層からは、これまでにアン
モナイト類、イノセラムス類、脊椎動物化石、微化石、
および砂岩や凝灰岩の放射年代が数多く報告されてい
る。これまで筆者らも、地質調査や年代測定から、大夕
張および夕張地域の函淵層の年代制約を行い、蝦夷層
群の放射年代の蓄積に努めてきた（久保見ほか 2020；
Kubomi et al. 2023；久保見・長田 2024；久保見ほか 
2024）。一方、函淵層のより詳細な古環境や古地理復
元を行うためには、各地域の函淵層およびその相当層と

下位・上位層との層序関係（例えば、不整合の有無やそ
の時間間隙幅の解釈など）の課題点が未だに存在し、函
淵層から報告されている岩相層序、化石相、および放射
年代を総括的にレビューし、議論する必要がある。
　そこで本論では、筆者らの研究も踏まえつつ、これま
でに報告されてきた地質学・古生物学・年代学的情報を
レビューした上で、函淵層の上記課題点の解決に向け、
各地域の上部白亜系カンパニアン階～古第三系暁新統
（一部の上限は、上部白亜系マーストリヒチアン階）の
函淵層とその相当層の広域的な層序対比案を提案する。

２　函淵層の地質・古生物・年代学的研
究の現状

2-1. 大夕張地域（模式地）
[研究史]　函淵層は、「函淵砂岩層」として今井
（1924）によって初めて報告された。本層の模式地は
正確には設定されていないが、今井（1924）が函淵
渓谷（現在の大夕張ダム・夕張シューパロダム周辺）
での好露出が認められると報告したため、函淵渓谷が
函淵層の模式地としてこれまで解釈されている（例え
ば、Ando 2003）。Matsumoto（1942b、1943）は北
海道中軸部に分布する浦河統最上部（サントニアン階
最上部）からヘトナイ統上部階（マーストリヒチアン
階）を函淵層群と再定義し、松本（1951）によって蝦
夷層群が定義されてからも本層群名は使用されてきた。
本地域の“函淵層群”は、下位より、富内層（Tomiuchi 
Formation）、下部砂質シルト岩（Lower sandy 
Siltstone）、深牛礫岩（Fukaushi Conglomerate）、
深牛砂岩（Fukaushi Sandstone）、上部砂質シルト
岩（Upper sandy Siltstone）、およびサヌシュペ砂
岩（Sanushupe [= Sanushube] Sandstone）に区分さ
れ、富内層は、基底砂岩礫岩（Basal Sandstone）、
凝灰質岩層（Tuffaceous beds）、硬砂岩（Hard 
Sandstone）、滝ノ沢部層（Takinosawa Member）
にさらに区分される（Matsumoto 1954；長尾ほ
か 1954；Fujii 1958）。その後、Takashima et 
al.（2004）は“函淵層群”に含まれる各層を一括して
函淵層に対比した。最近では、安藤ほか（2007）や西
村・小松（2022）においても、函淵層の区分が使用さ
れている。従来、Ando（2003）や安藤ほか（2007）
による詳細なシーケンス層序から、函淵層最上部にK/
Pg境界の不整合が存在すると解釈されており、その時
間間隙の幅など、議論の余地が残されている。

図2　北海道の各地域に分布する函淵層およびその相当層の地
質図　Ando and Tomosugi（2005）を参考に作成
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函淵層
[模式地]　北海道夕張市の函淵渓谷（現在の大夕張ダ
ム・夕張シューパロダム周辺）（今井 1924；Ando 
2003；安藤ほか 2007：図3a）
[分布]　大夕張ダム・夕張シューパロダム周辺に露出す
る（安藤ほか 2007：図3a）
[層厚]　約350 m以上（安藤ほか 2007）
[下位層と上位層の層序関係]　夕張シューパロダム上流
のシューパロ湖側で下位の鹿島層の暗灰色泥岩から整合
漸移し、ダムの下流側で上位の古第三系石狩層群登川層
に整合に覆われる（安藤ほか 2007）。
[岩相]　本層は12の堆積シーケンスから構成され、その
多くは砂質シルト岩、ハンモック状斜交層理（HCS）
砂岩・シルト岩互層、塊状泥岩の順で上方粗粒化する
堆積相累重（CUS）を示す（安藤ほか 2007：図3b）。
下部は、層厚約5 mの珪質泥岩、層厚約30 mの白色
凝灰岩、および層厚約30 mのハンモック状斜交層理
（HCS）が発達する細粒砂岩から構成され、特に白色
凝灰岩は大夕張地域内での対比に有用であるとされた
（安藤ほか 2007：図3b）。久保見・長田（2024）は

この凝灰岩層の岩相層序を再検討した結果、凝灰岩の岩
相は一枚の単層ではなく、ガラス質凝灰岩、凝灰質シル
ト岩、珪長質凝灰岩、珪長質シルト岩の複数の単層か
ら構成されることを明らかにした。HCSが発達する細
粒砂岩の上位では、層厚約10 m以内の斜交層理粗粒砂
岩・炭質泥岩互層が6層発達し、植物化石を多量に含む
（安藤ほか 2007）。函淵層中部の基底には、層厚約10 
mにも及ぶ中～大円礫の礫岩層が発達し、上方では斜交
層理粗粒砂岩・炭質泥岩互層やCUSが連続する（安藤
ほか 2007）。函淵層上部では、層厚約200 mに達する
細粒砂岩を主体とし、HCSやリップル斜交層理が見ら
れる層準がある（安藤ほか 2007）。函淵層最上部の緑
色中～粗粒砂岩はサヌシュペ砂岩と呼ばれ、穂別地域ま
で連続する（長尾ほか 1954）。
[産出化石]　蝦夷層群上部と函淵層下部の境界の白色
凝灰岩の直下約20 cmの層準から、下部カンパニアン
階を示すアンモナイトCanadoceras kossmatiが報告され
ている（Saito et al. 1998：図3b）。最近では、夕張
シューパロダム周辺の深牛砂岩相当の露頭から、二枚
貝化石Periplomya nagaoiが報告されている（西村・小松 

図3a　大夕張地域に分布する蝦夷層群函淵層とその下位層の地質図　長尾ほか（1954）および久保見・長田（2024）を参考に一
部改訂　凡例：アンモナイト類：Ck：Canadoceras kossmati. イノセラムス類：Ij：Inoceramus japonicus.

図3b　大夕張地域の函淵層の模式柱状図　安藤ほか（2007）を参考に作成



北海道博物館研究紀要　第10号　2025年

4

2022）。その他にも、花粉化石（Takahashi 1964）や
滝ノ沢部層に対比されるNilsonia-bedから産出した大型
植物化石（Endo 1925）などが報告されている。微化
石は、古第三紀後期暁新世を示す渦鞭毛藻化石が産出す
る（鈴木ほか 1997：図3b）。
[放射年代]　夕張シューパロダムに露出する函淵層下部
のガラス質凝灰岩から、79.8 ± 0.8 Ma（2σ）のジル
コンU–Pb年代が報告されている（久保見ほか 2024：
図3b）。
[堆積年代]　以上の産出化石と放射年代から、本層は後
期白亜紀カンパニアン期中期（約 80 Ma）～古第三紀
後期暁新世（約60 Ma）に対比される（久保見・長田 
2024；久保見ほか 2024）。

2-2. 穂別地域
[研究史]　北海道中央南部のむかわ町穂別から平取町、
稲里、および富内にかけて広がる穂別地域の白亜系層

序は、Matsumoto（1942b、1943）や大立目（1943）
によって確立され、その後、田中（1960a）、下河
原（1963）、および小山内ほか（1967）などによっ
て、岩相、産出化石、および堆積相の詳細が明らかと
なった。高橋・和田（1985, 1987）によって、穂別
地域全体の地質や産出化石も全容が明らかとなり、林
ほか（2011）、本田ほか（2011）、および内村ほか
（2020）などにより、大型化石に加えて、有孔虫や放
散虫類の微化石層序も明らかとなってきた。
　穂別地域の函淵層は、田中（1960a）による岩相およ
び堆積相の再検討に基づき、Matsumoto（1942b）の
Ⅳa～dの区分に従い、富内周辺の“函淵層群”をHa（富
内層）、Hb（下部シルト岩層）、Hc（深牛層）、およ
びHd（上部砂質シルト岩層）の4部層に再区分した。
その後、高橋・和田（1987）は5万分の1地質図幅「穂
別」を作成した際に、稲里周辺の“函淵層群”をHk1から
Hk6の6部層に、富内周辺の“函淵層群”をHk1からHk3

図4a　穂別地域の蝦夷層群函淵層およびその下位層の地質図　Matsumoto（1942b）、田中（1960a）、高橋・和田（1987）、
および内村ほか（2020）をコンパイルして作成．点線枠は、それぞれMatsumoto（1942b）および田中（1960a）の調査範囲を
表す
図4b　穂別地域の函淵層の模式柱状図　Matsumoto（1942b）、田中（1960a）、林ほか（2011）、Shigeta and Nishimura
（2014）、Konishi et al.（2016）、Kobayashi et al.（2019）、およびLegrand et al.（2023）をコンパイルして作成
凡例：アンモナイト類：Dh：Damesites hetonaianus、Gi：Gaudryceras izumiense、Nh: Nostoceras hetonaiense、Pj： Pachydiscus japonicus．イノセラムス
類：Ib：Inoceramus balticus、Is：Inoceramus shikotanensis、Sh：Sphenoceramus hetonaianus、So：Sphenoceramus orientalis、Ss：Sphenoceramus schmidti．
恐竜類 Kj：Kamuysaurus japonicus．カメ類　Mu：Mesodermochelys undulatus．モササウルス類：Mh：Mosasaurus hobetsuensis、Php：Phosphorosaurus 
ponpetelegans．
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の3部層に区分し、それぞれ対比している。その後、こ
れらはTakashima et al.（2004）によって函淵層に一括
された。

函淵層
[模式地]　2-1. 大夕張地域と同様。
[分布]　北海道中央南部のむかわ町穂別から平取町、
稲里、および富内－安住地域にかけて分布する（田中 
1960a；林ほか 2011；内村ほか 2020：図4a）。
[層厚]　約800–1200 m（田中 1960a；内村ほか 
2020）
[下位層と上位層との層序関係]　下位の鹿島層の暗灰色
泥岩を整合に覆い、古第三系始新統幌内層に不整合で覆
われる（内村ほか 2020）。
[岩相]　穂別地域の本層下部（従来の富内層）は、緑灰
色～暗灰色の中粒～粗粒砂岩を主体とし、凝灰岩や炭層
を頻繁に挟む（田中 1960a：図4b）。中部（従来の下
部シルト岩層）は、暗灰色の細粒の砂質シルト岩～泥岩
を主体とし、石灰質ノジュールを含み、二枚貝化石が多
産する（田中 1960a；高橋・和田 1987）。上部（従来
の深牛層）は、基底の斜交層理が発達する極粗粒砂岩～
礫岩層を含み、その上位は細粒～中粒砂岩・シルト岩互
層で構成される（田中 1960a：図4b）。最上部（従来
の上部砂質シルト岩層）は、暗灰色のシルト岩から構成
される（田中 1960a：図4b）。
[産出化石]　本層からはアンモナイト類やイノセラム
ス類などの軟体動物化石（例えばMatsumoto 1942b, 
1943；Shigeta et al. 2010；Shigeta and Nishimura 
2013a, b）が産出する。下部からは中部カンパニアン
階を支持するSphenoceramus orientalis–schmidti帯のイノ
セラムス類が確認されている（田中 1960a：図4b）。
また、中部からはDamesites hetonaianus、Gaudryceras 

hobetsense、G. izumiense、Neophylloceras hetonaiense、
Nostoceras hetonaiense、Pachydiscus japonicus、
Patagiosites compressusといったアンモナイト類が産出
する（Shigeta and Nishimura 2013a, b；Nishimura 
2025：図4b）。
　他にも、モササウルス類のMosasaurus hobetsuensis

（鈴木 1985）やPhosphorosaurus  ponpete legans

（Konishi et al. 2016）、カメ類のMesodermochelys 

undulatus（Hirayama and Chitoku 1996）、その他の
海棲爬虫類（Sato et al. 2012）などの脊椎動物化石が
多産する（図4b）。近年では、稲里周辺に分布する本
層中部の下位層準からハドロサウルス科のKamuysaurus 

japonicusのほぼ全身骨格が報告されている（Kobayashi 
et al. 2019：図4b）。
　微化石は、地徳（1987）が放散虫・有孔虫類の抽

出を試みたものの、詳細は不明である。近年では、
Kamuysaurus japonicusの産出層準から下部マーストリヒ
チアン階を示す花粉化石が報告されている（Legrand et 
al. 2023）。この他の穂別地域の古生物学史の詳細につ
いては、西村（2024）にまとめられているため参照さ
れたい。
[放射年代]　本地域の函淵層からは放射年代は報告され
ていないものの、下位の鹿島層最上部に挟在する富内
橋凝灰岩部層（KY-6）の凝灰岩から84.9 ± 0.2 Ma（2
σ）のジルコンU–Pb年代が得られている（Quidelleur 
et al. 2011）。
[堆積年代]　上記の産出化石や放射年代から、本地域の
函淵層の堆積年代は、少なくとも下部～中部カンパニア
ンからマーストリヒチアン階に対比される。

2-3. 浦河地域
[ 研 究 史 ] 　 浦 河 地 域 の 白 亜 系 の 研 究 は 、 古 く は
Yokoyama（1890）およびJimbo（1894）の白亜紀
軟体動物化石の記載に始まる。Yabe（1927）は、本
地域の上部白亜系を浦河統の模式地に設定した。その
後、10万分の1地質図幅「浦河」の刊行（竹内・三本杉 
1938）やMatsumoto（1942b, 1943）による詳細な地
質調査によって、本地域の白亜系の地質図が作成され
た。その後、Takayanagi（1960）による上部白亜系の
有孔虫化石層序の検討および蟹江（1966）による軟体
動物化石層序の検討から、上部白亜系チューロニアン
階～マーストリヒチアン階の層序が明らかになってき
た。2000年代に入り、蟹江・酒井（2002）やShigeta 
et al.（2016）などによって、本地域の白亜系の詳細な
岩相および軟体動物化石が報告された。
　本地域の蝦夷層群は下位よりツケナイ層、ベッチャリ
層、歌笛層、絵笛層、浦河層、乳呑川層、および幌別層
に区分される（蟹江・酒井 2002）。その中でも上部白
亜系下部カンパニアン階～マーストリヒチアン階の層準
は、蝦夷層群上部の乳呑川層および函淵層相当の幌別層
である（蟹江 1966；蟹江・酒井 2002）。乳呑川層は
岩相の違いにより、U2、U3、U4、U5の4部層に区分さ
れる（蟹江・酒井 2002）。

乳呑川層
[模式地]　北海道南部の浦河町西舎の乳呑川の中上流部
（蟹江・酒井 2002：図5a）。
[分布]　浦河町の乳呑川～月寒川、浦河港、ウロコ沢、
井寒台などに分布する（蟹江・酒井 2002：図5a）。
[層厚]　本層の層厚は800–1,600 m以上と各分布域でば
らつきがある（蟹江・酒井 2002）。
[下位層と上位層との層序関係]　下位の浦河層を整合に
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覆うが、上位は断層で切られて不明である（蟹江・酒井 
2002）。
[岩相]　本層基底部～下部は礫質砂岩からなり、その上
位ではシルト岩・砂質シルト岩互層を主体とする（蟹
江・酒井 2002：図5b）。中部は中～粗粒砂岩やシルト
岩を主体とし、凝灰質砂岩や凝灰岩を挟む。上部は、細
粒無層理の凝灰質砂岩やシルト岩を主体とし、最上部で
は多量の海緑石を含む灰色の凝灰質砂岩からなる（蟹
江・酒井 2002）。
[産出化石]　本層からは有孔虫や放散虫類の微化石の
産出は乏しいが、アンモナイト類やイノセラムス類
などの軟体動物化石が数多く産出する（図5b）。下
部の泥質砂岩からAinoceras kamuy、A. paucicostatum、
Gaudryceras striatum、Phyllopachyceras ezoense、
Polyptychoceras haradanum、P. psudogaultinum、および
Tetragonites glabrusといったアンモナイト類が産出する
（蟹江 1966；蟹江・酒井 2002；Shigeta et al. 2016：
図5b）。また、Inoceramus amakusensisやSphenoceramus 

or ien ta l i sなどのイノセラムス類が産出する（蟹江 
1966；蟹江・酒井 2002；Shigeta et al. 2016：

図5b）。中部の砂岩や砂質泥岩からはCanadoceras 

kossmatiや稀にC. multicostatum、C. yokoyamaiのアンモ
ナイト類が産出する（蟹江・酒井 2002）。上部の砂質
泥岩からはDesmophyllites diphylloidesやMetaplacenticeras 

subtilistriatumのアンモナイト類が産出する（蟹江・酒井 
2002；Shigeta et al. 2016：図5b）。
[放射年代]　本層上部の凝灰岩2試料からそれぞれ76.0 
± 1.3 Maおよび75.1 ± 0.9 Ma（95 % confidence）
のジルコンU–Pb年代が報告されている（Shigeta et al. 
2016；図5b）。
[堆積年代]　本層下部および中部は上記の産出化石から
それぞれ下部カンパニアン階および下部～中部カンパニ
アン階に、上部は、産出化石および放射年代から上部カ
ンパニアン階に対比される（蟹江・酒井 2002；Shigeta 
et al. 2016, 2019）。

幌別層
[模式地]　浦河町白泉地区（蟹江・酒井 2002）。蟹江
（1966）の“上部蝦夷層群”U7を再定義、命名したもの
である。

図5a　浦河地域の蝦夷層群函淵層相当層およびその下位層の地質図　蟹江・酒井（2002）およびShigeta et al.（2016）をコンパイ
ルして作成
図5b　浦河地域の函淵層の模式柱状図　蟹江・酒井（2002）およびShigeta et al.（2016）をコンパイルして作成
凡例：アンモナイト類：Bs： Baculites subanceps、Cm：Canadoceras multicostatum、Dd：Desmophyllites diphylloides、Dh：Didymoceras hidakense、Ms：
Metaplacenticeras subtilistriatum、Tp：Tetragonites popetensis、Pe：Pachydiscus excelsus、Ph：Pachydiscus hidakaensis．イノセラムス類：Ia：Inoceramus 
amakusensis、Is：Inoceramus shikotanensis、So：Sphenoceramus orientalis、Ss： Sphenoceramus schmidti.
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[分布]　北海道浦河町白泉地区周辺に分布する（蟹江・
酒井 2002：図5b）。
[層厚]　約600 m以上（蟹江・酒井 2002）
[下位層と上位層との層序関係]　本層の分布の周囲はす
べてが断層で他の地層と接しているため、下限・上限は
不明である（蟹江・酒井 2002）。
[岩相]　幌別層下部は灰緑色の中粒砂岩を主体とする
（図5b）。岩相が下位の蝦夷層群上部乳呑川層から急
変するため、不整合ないし侵食関係が存在する可能性が
ある。幌別層上部はシルト岩および細粒砂岩を主体とす
る（図5b）。両者とも著しく凝灰質である（蟹江・酒
井 2002）。
[ 産 出 化 石 ] 　 幌 別 層 下 部 か ら は A n a g a u d r y c e r a s 

tetragonumやPachydiscus hidakaensisのアンモナイト類が
産出する（Matsumoto et al. 1979；Matsumoto and 
Kanie 1985：図5b）。幌別層上部からはInoceramus 

shikotanensisのイノセラムス類が産出する（蟹江・酒井 
2002：図5b）。

[放射年代]　本層からは放射年代は報告されていない。
[堆積年代]　上記の産出化石から、幌別層は下部マー
ストリヒチアン階の対比されている（蟹江・酒井 
2002）。

2-4. 夕張地域
[研究史]　夕張地域では、函淵層は従来分布しないとさ
れてきたが（Matsumoto and Harada 1964；佐々ほか 
1964；二上ほか 1982）、保柳ほか（2007）は夕張地
域の志幌加別川沿いに露出する礫岩層から凝灰岩層を経
て、生物擾乱砂岩までの岩相が下位の蝦夷層群上部や上
位の石狩層群登川層の岩相とも異なることから、函淵層
に相当する蓋然性が高いことを指摘した。このことか
ら、Kubomi et al.（2023）においてこの函淵層相当層
の岩相層序の再検討および凝灰岩に含まれるジルコン
U–Pb年代を測定した結果、この岩相は古第三紀下部暁
新統の函淵層であることが明らかとなった。

図6a　夕張地域の函淵層およびその上位・下位層のルートマップ　Kubomi et al.（2023）を一部改訂
図6b　夕張地域の函淵層およびその上位・下位層のルート柱状図　Kubomi et al.（2023）を一部改訂
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函淵層
[模式地]　2-1. 大夕張地域と同様。
[分布]　 北海道夕張市を流れる志幌加別川周辺に露出す
る（Kubomi et al. 2023：図6a）。
[層厚]　約 14 m以上（Kubomi et al. 2023：図6b）
[下位層と上位層との層序関係]　下位の羽幌川層の灰色
泥岩を整合に覆い、古第三系始新統石狩層群登川層に不
整合で覆われる（Kubomi et al. 2023：図6b）。
[岩相]　本地域の函淵層下部は基底礫岩から始まり、
その上位には凝灰質砂岩（IS1）、粗粒砂岩、凝灰岩
（IS2）、凝灰質泥岩（IS3）が順に重なり、砂岩中に
は生物擾乱（Ophiomorpha sp.）が発達する（保柳ほか 
2007；Kubomi et al. 2023：図6b）。中部は、砂質礫
岩を主体とし、TCSが発達する粗粒砂岩が一部に挟在す
る（Kubomi et al. 2023：図6b）。上部は、中粒～粗
粒砂岩を主体とし、薄い礫岩層を一部に挟在する。
[産出化石]　本地域の函淵層からの産出化石は報告され
ていないものの、下位の羽幌川層上部からInoceramus 

sp.の破片の産出が報告されている（Kubomi et al. 

2023）。
[放射年代]　本層下部の凝灰岩（IS2）から64.1 ± 
1.1 Ma（2σ）のジルコンU–Pb年代が得られている
（Kubomi et al. 2023）。
[堆積年代]　上記の放射年代から古第三紀前期暁新世ダ
ニアン期と解釈されている（Kubomi et al. 2023）。

2-5. 築別地域
[研究史]　北海道北部の築別地域に分布する函淵層相当
層は、服部（1965）などによって原の沢層と呼ばれて
いた。その後、原の沢層相当層は模式地の“原の沢層”
とは異なることが明らかとなり、パンケ沢層として再
定義された（松野・木野 1960）。その後、Toshimitsu
（1988）および守屋・平野（2001）はパンケ沢層の地
層名を用いている。

パンケ沢層
[模式地]　築別川支流パンケ沢中流部（守屋・平野 
2001）。

図7a　築別地域の函淵層相当層のパンケ沢層およびその上位・下位層の地質図　松野・木野（1960）、Toshimitsu（1988）、お
よび守屋・平野（2001）をコンパイルして作成
図7b　築別地域のパンケ沢層のルートマップおよびルート柱状図　守屋・平野（2001）を一部改訂
凡例：アンモナイト類：Ay：Anagaudryceras yokoyamai、Bo：Baculites cf. occidentalis、Cm：Canadoceras multicostatum、Pp：Polyptychoceras 
psudogaultinum．イノセラムス類：Ia：Inoceramus amakusensis、Ib?：Inoceramus cf. balticus toyajoanus、Ij：Inoceramus japonicus、Sn：Sphenoceramus 
naumanni．
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[分布]　築別川、パンケ沢、木の芽沢、三毛別川、およ
びアイヌ沢に分布する（守屋・平野 2001：図7a）。
[層厚]　約135～170 m（守屋・平野 2001）
[下位層と上位層との層序関係]　下位の蝦夷層群羽幌川
層を不整合に覆い、古第三系羽幌層に微傾斜不整合で覆 
われる（守屋・平野 2001：図7a）。
[岩相]　守屋・平野（2001）によると、本層の最下部
は、著しく生物擾乱を受けた砂質泥岩を主体とし、炭
質物片を多く含む特徴がある（図7b）。本層下部では
砂質泥岩から暗灰色泥岩へと漸移する。本層中部～上
部は、この泥岩を境に、細粒砂岩を経て粗粒砂岩への
上方粗粒化サイクルを4回繰り返す（図7b）。本層最上
部には、層厚約30～35 mの灰白色凝灰岩層を主体とす
る特徴がある（栗田ほか 1992；守屋・平野 2001：図
7b）。
[産出化石]　下部の泥岩層から、上部カンパニア
ン階を示すBaculites  cf. occidentalis、Canadoceras 

multicostatum、Ryugasella cf. ryugasensisのアンモナイト
類やInoceramus cf. balticus toyajoanusのイノセラムス類

が産出する（図7b）。
[放射年代]　本層最上部の白色凝灰岩から67.4 ± 3.2 
Ma（1σ）のジルコンフィッション・トラック年代が
報告されている（栗田ほか 1992：図7b）。
[堆積年代]　上記の産出化石および放射年代から、本層
の堆積年代は、上部カンパニアン階から上部マーストリ
ヒチアン階に対比される。

2-6. 天塩－中川地域
[研究史]　北海道北部の天塩－中川地域に分布する蝦夷
層群は、白亜系の化石が多数産出することから、本邦
白亜系の模式的層序の1つとして古くから知られてきた
（松本 1939）。Matsumoto（1942b, 1943）の研究以
来、5万分の1地質図幅「共和」や「天塩中川」の作成
などから、天塩－中川地域全体の白亜系の地質が明らか
となっている（井島・品田 1952；小山内ほか 1960；
長尾 1962；橋本ほか 1967；岡村 1977）。従来、“上
部蝦夷層群”オソウシナイ層と“函淵層群”の関係は岩相
変化に基づき不整合とされ、安川層群と命名することで

図8a　天塩－中川地域の函淵層およびその下位層の地質図　髙橋ほか（2003）およびAndo et al.（2010）をコンパイルして作成
図8b　天塩－中川地域の羽幌川層オソウシナイ泥岩部層および函淵層の模式柱状図　髙橋ほか（2003）、Ando et al.（2010）、
Shigeta and Tsutsumi（2018）、およびKobayashi et al.（2022）をコンパイルして作成
凡例：アンモナイト類： Ck：Canadoceras kossmati、Cm：Canadoceras multicostatum、Dd：Desmophyllites diphylloides、Dn: Diplomoceras notabile、
Ha: Hauericeras angstum、Ms: Metaplacenticeras subtilistriatum. イノセラムス類 Ib: Inoceramus balticus、Is: Inoceramus shikotanensis、Sn: Sphenoceramus 
naumanni、Ssa: Sphenoceramus sachalinensis、Ss: Sphenoceramus schmidti. 恐竜類 Ptj: Paralitherizinosaurus japonicus.
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下位の蝦夷層群と区別する見方があった（高橋 1959；
小山内ほか 1960；長尾 1962）。一方、両者を整合と
する見方もあり（Matsumoto 1942b）、岡村（1977）
や髙橋ほか（2003）が両者の岩層相序および化石相を
再検討した結果、これらは整合関係であることを明らか
にした。その後、Takashima et al.（2004）による蝦夷
層群の層序区分再検討により、オソウシナイ層は羽幌川
層オソウシナイ泥岩部層に、函淵層群は函淵層に再定
義された（Ando et al. 2010）。 Ando and Takahashi
（2024）は、模式地の函淵層とオソウシナイ泥岩部
層・函淵層の共通する岩相および化石から、オソウシナ
イ泥岩部層と函淵層を併せて、模式地の函淵層下部～中
部に対比しており、オソウシナイ泥岩部層は蝦夷層群上
部の羽幌川層に属するものの、本論においてもオソウシ
ナイ泥岩部層を函淵層相当層として取り上げ、その対比
可能性について考察する。

羽幌川層　オソウシナイ泥岩部層
[模式地]　オソウシナイ沢（髙橋ほか 2003）
[分布]　北海道中川郡中川町を流れるルベシベ川上流、
天幕川上流、安平志内川、炭の沢下流、右の沢下流・
中流、オソウシナイ沢（髙橋ほか 2003；Ando et al. 
2010：図8a）
[層厚]　約600 m（髙橋ほか 2003；Ando et al. 2010）
[下位層と上位層との層序関係]　下位の大曲層を整合
に覆い、上位の函淵層に整合に覆われる（髙橋ほか 
2003）。
[岩相]　灰色～暗灰色のシルト岩、砂質シルト岩、およ
び泥質砂岩を主体とし、全体として上方粗粒化する（髙
橋ほか 2003；Ando et al. 2010：図8b）。本部層上部
には深緑色を帯びた灰色の中礫岩層が挟在する（髙橋ほ
か 2003）。また、本部層最上部には層厚約数 cm–130 
cmの帯緑灰白色あるいは青灰色凝灰岩層を複数枚挟む
（髙橋ほか 2003：図8b）。
[ 産 出 化 石 ] 　 本 部 層 下 部 か ら は G a u d r y c e r a s 

tenuiliratum、Phyllopachyceras ezoense、Polyptychoceras 

pseudogaultinum、Yokoyamaoceras ishikawaiおよびのア
ンモナイト類が産出する（髙橋ほか 2003；Ando et 
al. 2010：図8b）。また、本部層下部から中部にかけ
てSphenoceramus naumanniのイノセラムス類が圧倒的に
多く産出する（髙橋ほか 2003）。本部層上部からは
Canadoceras kossmatiやC. mysticumのアンモナイト類が産
出する（髙橋ほか 2003；Ando et al. 2010：図8b）。
また、S. schmidtiやS. sachalinensisのイノセラムス類が多
産する（髙橋ほか 2003；Ando et al. 2010：図8b）。
この他にも、中川町ルベシベ川周辺に分布する本部層か
らテリジノサウルス科の新属新種のParalitherizinosaurus 

japonicusの爪化石が産出する（Murakami et al. 2016；
Kobayashi et al. 2022：図8b）。
[放射年代値]　本部層最上部の凝灰岩1試料から80.2 ± 
0.8 Ma（95 % confidence）のジルコンU–Pb年代が報
告されている（Shigeta and Tsutsumi 2018：図8b）．
[堆積年代]　上記の産出化石および放射年代から、オソ
ウシナイ泥岩部層は下部カンパニアン階に対比される
（髙橋ほか 2003；Shigeta and Tsutsumi, 2018）。

函淵層
[模式地]　2-1. 大夕張地域と同様。
[分布]　北海道中川郡中川町を流れるルベシベ川上流、
天幕川上流、炭の沢下流・上流（髙橋ほか 2003：図
8a）
[層厚]　約350–360 m（髙橋ほか 2003；Ando et al. 
2010）
[下位層と上位層との層序関係]　本層は下位の羽幌川層
オソウシナイ泥岩部層を整合に覆い、上位の新第三系大
和層に不整合に覆われる（Ando et al. 2010）。
[岩相]　緑灰色～青灰色の細～中粒砂岩、砂質泥岩、
粗粒砂岩、および含礫砂岩の薄層からなる（髙橋ほか 
2003；Ando et al. 2010：図8b）。下部では、中～粗
粒砂岩や含礫砂岩を主体とし、稀に砂岩中に泥岩のリッ
プアップクラストを含む（髙橋ほか 2003；Ando et al. 
2010）。砂岩では、堆積構造をほとんど保存しない場
合と層厚1～2 mの低角斜交層理、トラフ型斜交層理
（TCS）、およびスウェール状斜交層理などの発達が見
られる（Ando et al. 2010：図8b）。中部は暗灰色の砂
質シルト岩や泥質砂岩を主体とし、この層準から大型化
石が産出する（Ando et al. 2010）。
[産出化石]　本層下部～中部の泥質砂岩に含まれ
る石灰質コンクリ－ションからMetap lacen t i ceras 

subtilistriatumのアンモナイト類が産出する（髙橋ほか 
2003；Ando et al. 2010）。中部の細粒砂岩からは
Canadoceras multicostatum、Desmophyllites diphylloides、
Neophylloceras ramosum、Menuites sanadai、Saghalinites 

t e s h i o e n s i s と い っ た ア ン モ ナ イ ト 類 が 産 出 し 、
Inoceramus balticusのイノセラムス類も産出する（Ando 
et al. 2010：図8b）。
[放射年代]　本層からは放射年代は報告されていない。
[堆積年代]　上記の産出化石から、本層下部～中部は
中部～上部カンパニアン階に対比される（髙橋ほか 
2003；Ando et al. 2010）。

2-7. 中頓別地域
[研究史]　北海道北部の中頓別地域の“函淵層群”は、
5万分の1地質図幅「敏
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ね

知
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」、「上
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猿
さる

払
ふつ

」、「中頓
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別」、および「浜頓別」により、上部白亜系の層序が
明らかとなった（猪木 1959；田中 1960b；小山内ほ
か 1963；松下ほか 1967）。また、松本ほか（1980, 
1981）はカンパニアン階～マーストリヒチアン階のア
ンモナイトおよびイノセラムス類を詳細に記載し、“函
淵層群”を4層（B～E）に区分した。その後、Yasuda
（1986）は、本地域の白亜系～古第三系までの有孔虫
化石を詳細に記載し、“函淵層群”最上部から古第三紀暁
新世の浮遊性有孔虫化石（Subbotina triloculinoides）を
発見し、下位より“上部蝦夷層群”の寿層、“函淵層群”の
上
かみ

駒
こま

層、平
へい

太
た

郎
ろう

沢
ざわ

層、および宇
う

津
つ

内
ない

川層に区分した。
このことから、中頓別地域の上部白亜系は、従来カンパ
ニアン階～マーストリヒチアン階に対比されてきたが、
“函淵層群”の上限が古第三系上部まで達することが明ら
かとなった。
　安藤ほか（2001）は、詳細な岩相化石層序や上部

マーストリヒチアン階および古第三系暁新統を指示する
石灰質ナノ化石の発見（岡田ほか 1998）から上駒層の
下限を下部カンパニアン階に対比し、Yasuda（1986）
の宇津内川層を奥宇津内層と宇津内川層の2層に区分
し、さらに下位の平太郎沢層と上位の奥宇津内層の間
にK/Pg境界不整合を設定し、約6–7 Maの時間間隙があ
ることを明らかにした。その後、Ando and Tomosugi
（2005）は、Takashima et al.（2004）の区分に基づ
き、“函淵層群”を函淵層に格下げし、下位より上駒部
層、平太郎沢部層、奥宇津内部層、および宇津内川部層
の4部層に再定義した。

図9a　中頓別地域の函淵層およびその下位・上位層の地質図　Matsumoto et al.（1979）、松本ほか（1980、1981）、および
安藤ほか（2001）をコンパイルして作成
図9b　中頓別地域の函淵層およびその下位・上位層の模式柱状図　安藤ほか（2001）、Ando and Tomosugi（2005）、および
Shigeta and Tsutsumi（2019）をコンパイルして作成
凡例：アンモナイト類：Am: Anagaudryceras matsumotoi、 Ck：Canadoceras kossmati、Dd：Desmophyllites diphylloides、Dh: Damesites hetonaianus、
Gh：Gaudryceras hamanakense Pf：Pachydiscus flexuosus、Nh：Neophylloceras hetonaiense、Tp：Tetragonites popetensis、Zv：Zelandites varuna．イノセラ
ムス類：Ik：Inoceramus kusiroensis、Is：Inoceramus shikotanensis、Sh：Sphenoceramus hetonaianus、So：Sphenoceramus orientalis、Ss：Sphenoceramus 
schmidti．植物化石：Cn：Cunninghamia nakatonbetsuensis.
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函淵層　上
かみこま

駒部層
[模式地]　平太郎沢下流（安藤ほか 2001）
[分布]　平太郎沢下流、宇津内川下流・上流、木挽沢、
知駒内川、およびシューマロ川に良く露出する（安藤ほ
か 2001：図9a）。
[層厚]　約1,000 m（安藤ほか 2001；Ando and 
Tomosugi, 2005）
[下位層と上位層との層序関係]　下位の蝦夷層群上部の
鹿島層寿部層を整合に覆い、上位の平太郎沢部層に整
合に覆われる（安藤ほか 2001；Ando and Tomosugi, 
2005）。
[岩相]　暗灰色～青灰色シルト岩や砂質シルト岩を主
体とし、稀に層厚10 m以内の極細粒～細粒砂岩や数 
cm以下の白色凝灰岩を挟在する（安藤ほか 2001：図
9b）。
[ 産 出 化 石 ] 　 本 部 層 下 部 か ら は A n a g a u d r y c e r a s 

yokoyamai、Canadoceras kossmati、Desmophyllites 

diphylloides、Phyllopachyceras ezoenseおよびTetragonites 

p o p e t e n s i s と い っ た ア ン モ ナ イ ト 類 が 産 出 し 、
Sphenoceramus schmidtiのイノセラムス類も同時に産出
する（Ando and Tomosugi 2005：図9b）。上部周辺
ではInoceramus shikotanensisやS. hetonaianusのイノセ
ラムス類が産出する（Ando and Tomosugi 2005：図
9b）。
[放射年代]　本層からは放射年代は報告されていない。
[堆積年代]　上記の産出化石から、本部層は下部カンパ
ニアン階～下部マーストリヒチアン階に対比される。

函淵層　平太郎沢部層
[模式地]　平太郎沢中流（安藤ほか 2001）
[分布]　平太郎沢中流部、宇津内川上流、および掬水川
上流などに分布し、下位の上駒部層に比べて岩質が硬い
ため露出状況が良く、岩相変化を追跡しやすい（安藤ほ
か 2001：図9a）。
[層厚]　約500–1,000 mで平太郎沢より南部ほど厚い
（安藤ほか 2001；Ando and Tomosugi 2005）。
[下位層と上位層との層序関係]　下位の上駒部層を整合
に覆い、上位の奥宇津内部層に不整合に覆われる（安藤
ほか 2001；Ando and Tomosugi 2005）。
[岩相]　本部層は青灰色砂質シルト岩、灰色シルト岩、
および生物擾乱が発達する泥質砂岩を主体とする（安
藤ほか 2001；Ando and Tomosugi 2005：図9b）。ま
た、層厚数 m–10 mの極細粒～細粒砂岩をしばしば含
む。本部層下部では、HCSが発達する細粒砂岩も存在
し、砂質シルト岩からシルト質極細粒砂岩、極細粒へと
わずかに上方粗粒化するユニットが認められる（安藤ほ
か 2001；Ando and Tomosugi 2005：図9b）。本部層

下部には、約50 cmの白色酸性凝灰岩を挟在する（安藤
ほか 2001；Shigeta and Tsutsumi 2019：図9b）。
 [産出化石]　本部層下部～中部にかけてAnagaudryceras 

matsumotoi、Damesites hetonaianus、Gaudryceras 

hamanakense、G. kayei、Neophylloceras hetonaiense、
N. nera、N. surya、Pachydiscus flexuosus、Tetragonites 

terminus、およびZelandites varunaなどのアンモナイト
類が産出する（Ando and Tomosugi 2005；Shigeta 
and Tsutsumi 2019：図9b）。また、I. kusiroensis、
Inoceramus shikotanensis、およびS. hetonaianusのイノ
セラムス類が産出する（Ando and Tomosugi 2005；
Shigeta and Tsutsumi 2019：図9b）。近年、本部層下
部からは裸子植物のCunninghamia nakatonbetsuensisが報
告されている（Jiang et al. 2024）。
[放射年代]　本層下部に挟在する層厚約50 cmの白色酸
性凝灰岩1試料から69.8 ± 0.8 Ma（95 % confidence）
のジルコンU–Pb年代が報告されている（Shigeta and 
Tsutsumi 2019：図9b）．
[堆積年代]　上記の産出化石および放射年代から、本
部層下部は、下部マーストリヒチアン階に対比される
（Ando and Tomosugi 2005；Shigeta and Tsutsumi 
2019）。

函淵層　奥宇津内部層
[模式地]　宇津内川中流（安藤ほか 2001）
[分布]　宇津内川南支流・中流・上流、掬水川支流など
（安藤ほか 2001：図9a）
[層厚]　約220–320 m（安藤ほか 2001）
[下位層と上位層の層序関係]　下位の平太郎沢部層の砂
質シルト岩を基底礫岩の起伏のある明瞭な侵食面を介し
て岩相が急激に粗粒岩へと変化するため、平太郎沢部層
とは不整合関係である。また、上位の宇津内川部層には
整合に覆われる（安藤ほか 2001）。
[岩相]　基底部は円～亜円中礫からなる礫質砂岩であ
り、一部は礫岩である。この礫質砂岩中には層厚数10 
cmの化石密集層が含まれる（安藤ほか 2001；Ando 
and Tomosugi 2005：図9b）。礫岩上には層厚約8 m
のHCS砂岩が累重し上方へ向かうほど、生物擾乱が発
達する（Ando and Tomosugi 2005）。主部は、緑灰
色～灰色極細粒～細粒砂岩および極細粒シルト質砂岩、
および青灰～灰色砂質シルト岩を主体とする（安藤ほ
か 2001）。この他に層厚約数–10 cm前後の灰色、緑
灰色、および青灰色凝灰岩が挟在し、宇津内川上流で
は層厚3.5 mの細粒白色凝灰岩が存在する（安藤ほか 
2001）。
[産出化石]　本部層基底部の化石密集層からは、
Glycymeris sp.や小型腕足類などが産出する（安藤ほか 
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2001）。また、掬水川上流に露出する極細粒砂岩から
上部暁新統を示す石灰質ナノ化石が産出する（岡田ほか 
1998）。
[放射年代]　本層からは放射年代は報告されていない。
[堆積年代]　上記の産出化石から、本層は上部暁新統に
対比される（岡田ほか 1998；安藤ほか 2001）。

函淵層　宇津内川部層
[模式地]　宇津内川中流（安藤ほか 2001）
[分布]　宇津内川中流に良く露出し、断層によって繰り
返されることで茂宇津内川上流に小分布がある（安藤ほ
か 2001：図9a）。
[層厚]　約350–620 m（安藤ほか 2001）
[下位層と上位層の層序関係]　下位の奥宇津内部層から
漸移し、上位の宇津内部層に不整合で削剥される（安藤
ほか 2001）。
[岩相]　灰色～青灰色砂質シルト岩からなり、一部青暗

灰色シルト岩を主体とする（安藤ほか 2001：図9b）。
砂質シルト岩には平行葉理が見られる場合もあるが、ほ
とんどが塊状である（図9b）。また、層厚数cm–数mの
緑灰～灰色極細粒～中粒砂岩を挟在することもある。こ
の他にも凝灰岩の薄層を挟在する。
[産出化石]　大型化石は稀であるが、砂質シルト岩中に
小さな二枚貝、巻貝、腕足類、ウニ類の棘、および魚鱗
などをわずかに産出する。微化石では、暁新統を示す浮
遊性有孔虫化石（Subbotina triloculinoides）や底生有孔
虫群集（Cyclammina sp. A-Praebulimina angulata）が産出
する（Yasuda 1986）。また、上部暁新統を示す石灰質
ナノ化石も発見されている（岡田ほか 1998）。
[放射年代]　本層からは放射年代は報告されていない。
[堆積年代]　上記の産出化石から、本層は上部暁新統に
対比される可能性がある（岡田ほか 1998；安藤ほか 
2001）。

図10a　宗谷丘陵地域の函淵層相当層の尾蘭内層およびイチャンナイ層の地質図　小山内ほか（1959）、高橋・石山（1968）、
および安藤・安藤（2002）をコンパイルして作成
図10b　宗谷丘陵地域の函淵層相当層の尾蘭内層およびイチャンナイ層の模式柱状図　安藤・安藤（2002）およびShigeta et al
（2017）をコンパイルして作成
凡例：アンモナイト類：Cm： Canadoceras multicostatum、Dd：Desmophyllites diphylloides、Gc：Gaudryceras cf. crassicostatum、Gh：Gaudryceras 
hamanakense、Ms：Metaplacenticeras subtilistriatum、Tp：Tetragonites popetensis．イノセラムス類：Ik：Inoceramus kusiroensis、Is：Inoceramus 
shikotanensis、Ssa：Sphenoceramus sachalinensis、Sh：Sphenoceramus hetonaianus．
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2-8. 宗谷丘陵地域
[研究史]　宗谷丘陵地域の上部白亜系については、5
万分の1地質図幅「宗谷および宗谷岬」（小山内ほか 
1959）、「鬼志別」（松下ほか 1964）、「沼川」（高
橋・石山 1968）の作成から、上部白亜系を含めた宗谷
丘陵地域の層序が明らかとなった。また、高橋・石山
（1968）は「沼川」図幅において岩相および産出化石
から当地域の白亜系を議論し、“上部蝦夷層群”相当層の
尾蘭内層を上部カンパニアン階に、“函淵層群”相当層
のイチャンナイ層を下部マーストリヒチアン階に対比
した。また、松下ほか（1964）は「鬼志別」図幅にお
いて、“上部蝦夷層群”相当層のカリベツ層が尾蘭内層
に、“函淵層群”相当層のエタンパック層がイチャンナイ
層にそれぞれ対比されるとした。その後、松本・小原
（1971）や根本ほか（1977）は“上部蝦夷層群”および
“函淵層群”の層序や時代を再整理し、各図幅との対比や
問題点について言及した。
　Ando and Takahashi（2024）は、函淵層と尾蘭内
層・イチャンナイ層の共通する岩相および化石から、尾
蘭内層とイチャンナイ層を併せて、模式地の函淵層下部
～中部に対比しているため、尾蘭内層は“上部蝦夷層群”
に属するものの、本論においても尾蘭内層を函淵層相当
層として取り上げ、その対比の可能性について考察す
る。

尾蘭内層
[模式地]　宗谷岬西海岸尾蘭内（第二清浜）（安藤・安
藤 2002）
[分布]　北部は宗谷丘陵に沿って南北に分布し、南西部
はニタトロオマナイ川や宇流谷川上流に分布する（安
藤・安藤 2002：図10a）。この他にも、タツニウシナ
イ川上流、南東部の鬼志別川、ニコベ一号線川、およ
び猿骨川上流にも分布がある（安藤・安藤 2002：図
10a）。
[層厚]　約400–600 m（安藤・安藤 2002）
[下位層と上位層の層序関係]　本地域では下限は露出し
ないが、上位のイチャンナイ層に整合に覆われる（安
藤・安藤 2002）。
[岩相]　灰緑色や青灰色塊状のシルト岩～砂質シルト岩
を主体とする（図10b）。一部には生物擾乱が発達す
る。石灰質コンクリ－ションを多く含むものの、化石が
保存されていることは稀である。
[産出化石]　清浜周辺に分布する本層からCanadoceras 

multicostatum、C. cf. newberryanum or kossmati、Baculites 

sp.、Desmophyllites sp.、D. polymorphs、Gaudryceras 

crassicostatum、Hauericeras sp.、Neophylloceras sp. 

Phyllopachyceras sp.、Psudophyllites sp.、P. indra、

Saghalinites nuperusといったアンモナイト類が産出す
る（松本・小原 1971；Matsumoto and Miyauchi 
1983；Shigeta 1992；安藤・安藤 2002：図10b）。
[放射年代]　本層からは放射年代は報告されていない。
[堆積年代]　上記の産出化石から、本層はサントニア
ン～上部カンパニアン階に対比できる（松本・小原 
1971；Matsumoto and Miyauchi 1983；Matsumoto 
1984；Shigeta 1992；安藤・安藤 2002）。

イチャンナイ層
[模式地]　イチャンナイ川上流・中流（安藤・安藤 
2002）
[分布]　NNW–SSE方向の軸を持つ背斜構造とその南方
延長の両翼に分布する。西翼部では増幌川、タツニウシ
ナイ川に分布し、東翼部では主に鬼志別川上流および
エコベ一号線川上流に分布する（安藤・安藤 2002：図
10a）。
[層厚]　約600 m（安藤・安藤 2002）
[下位層と上位層との層序関係]　本層は下位の尾蘭内層
を整合に覆い、上位の古第三系曲淵層に不整合に覆われ
る（安藤・安藤 2002）。
[岩相]　緑灰色～青灰色の極細粒～細粒砂岩、シルト
質細粒砂岩、細粒～中粒の海緑石粒子を多量に含む中
粒砂岩を主体とする（安藤・安藤 2002：図10b）。ま
た、層厚数～数10 cmの細粒白色凝灰岩も挟む（安藤・
安藤 2002）。極細粒砂岩には稀に平行葉理が確認され
るほか、塊状かつ生物擾乱を強く受けたものも確認さ
れた（安藤・安藤 2002：図10b）。中粒砂岩中にはプ
ラナー型斜交層理やトラフ型斜交層理が発達し、石灰
質コンクリ－ションなどを含む（安藤・安藤 2002：図
10b）。
[産出化石]　本層最下部からはCanadoceras mysticum、
Metaplacenticeras subtil istriatum、Neophylloceras 

sp.、Tetragonites popetensisのアンモナイト類が産
出する（図10b）。下部から中部にかけてBaculites 

chicoensis、 Desmophyllites diphylloides、Gaudryceras cf. 

crassicostatum、Psudomenuites sp.、Tetragonites terminus

のアンモナイト類が産出する（Shigeta et al. 2017：図 
10b）。また、I. kusiroensis、Inoceramus shikotanensis、
S. hetonaianus、および S. sachlinensisのイノセラムス類
も産出する（Shigeta et al. 2017：図10b）。最上部
ではGaudryceras hamanakenseが産出する（安藤・安藤 
2002：図10b）。
[放射年代]　本層に対比される5万分の1地質図幅
「鬼志別」中に分布するエタンパック層最下部と最
上部に挟まる白色凝灰岩2試料から73.0 ± 1.8 Ma
（95 % confidence）および70.5 ± 1.1 Ma（95 % 
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confidence）のジルコンU–Pb年代がそれぞれ報告され
ている（Shigeta et al. 2017：図10b）。
[堆積年代]　上記産出化石および放射年代から、本層の
堆積年代は、下部～上部マーストリヒチアン階に対比さ
れる（安藤・安藤 2002；Shigeta et al. 2017）。

３　函淵層の広域対比の再検討と課題点

　蝦夷層群函淵層とその下位層（蝦夷層群上部の鹿島
層や羽幌川層）の層序関係について、様々な解釈がな
されてきた（例えば、松本 1942a；守屋・平野 2001；
Ando 2003；髙橋ほか 2003；辻野 2009；Ando and 
Takahashi 2024など）。筆者らが地質学雑誌に現在投
稿中の原稿では、模式地の大夕張地域の函淵層下部のジ
ルコンU–Pb年代を報告し、これまで挙げてきた地域に
分布する函淵層下部の層序対比を再検討している。本章
では函淵層下部にとどまらず、各地域に分布する函淵層
全体の層序関係や函淵層最上部に想定されているK/Pg
境界不整合に関して、これまでにまとめた生層序・年代
学的研究をもとに整理し、函淵層の広域層序対比につい
て考察を試みる。

3-1. 蝦夷層群上部と函淵層下部の関係性
　蝦夷層群上部と函淵層下部の関係性については、久保
見ほか（2024）や筆者らが地質学雑誌に現在投稿中の
原稿で詳細に論じているため、以下に簡潔に述べる。
　大夕張地域の函淵層下部の特徴は下位の鹿島層の暗灰
色泥岩から整合漸移するため、大きな時間間隙はない
とされる（安藤ほか 2007）。また、79.8 ± 0.8 Ma（2
σ）のジルコンU–Pb年代（久保見ほか 2024）や鹿島
層最上部および函淵層最下部から産出する、下部カンパ
ニアン上部を指示するCanadoceras kossmati（Saito et al. 
1998）から、少なくとも下部カンパニアン階に相当す
る（図3b、11）。
　中

なかとんべつ
頓別地域に分布する鹿

か
島
しま

層寿
ことぶき

部層から函淵層
上
かみこま

駒部層下部へと単調な塊状シルト岩から砂質シル
ト岩へと漸移するため整合と考えられている（安藤ほ
か　2001；Ando and Tomosugi 2005：図9b, 11）。
上記岩相および共通する化石相（C. kossmatiおよび
Sphenoceramus schmidti）から、中頓別地域の函淵層下
部は下部～中部カンパニアン階に相当する（Ando and 
Tomosugi 2005）。
　天塩－中川地域の羽幌川層オソウシナイ泥岩部層上部
からも同様にC. kossmatiやS. schmidtiの産出が報告されて
いる（髙橋ほか 2003：図8b, 11）．先述の通り、本地
域のオソウシナイ泥岩部層と函淵層の層序関係は不整合
とする見方（例えば、高橋 1959；小山内ほか 1960；

長尾 1962）や整合とする見方（例えば、Matsumoto 
1942b）があるが、髙橋ほか（2003）がオソウシナイ
泥岩部層の中部カンパニアン階を指示するS. schmidti や
M. subtilistriatumの産出レンジを検討し、両者の関係を
整合と解釈した。また、函淵層直下のオソウシナイ泥
岩部層最上部の凝灰岩1試料から80.2 ± 0.8 Ma（95 % 
confidence）のジルコンU–Pb年代が報告され、オソウ
シナイ泥岩部層最上部は、下部～中部カンパニアン階
に相当する（Shigeta and Tsutsumi 2018：図11）。ま
た、オソウシナイ泥岩部層最上部の凝灰岩のジルコン
U–Pb年代は、模式地の函淵層下部から得られたジルコ
ンU–Pb年代と不確かさ範囲で重複し、かつC. kossmati

が共通して産出する。従って、オソウシナイ泥岩部層最
上部は、模式地の函淵層下部と対比が可能であることが
明らかとなった（図11）。
　浦河地域に分布する蝦夷層群上部の乳呑川層中部から
はC. kossmatiおよびS. schmidtiが産出することから（蟹
江・酒井 2002）、乳呑川層下部～中部は、下部～中部
カンパニアン階に対比できる。従って、大夕張地域（模
式地）、中頓別地域の函淵層下部、天塩－中川地域、お
よび浦河地域に分布する函淵層相当層は、下部～中部カ
ンパニアン階に対比できる可能性が見いだされた（図
11）。

3-2. 函淵層中部に時間間隙は存在するのか？
　模式地の函淵層中部は、砂岩優勢の河川成堆積物を
主体とし、下部の浅海成相を侵食することから、函淵
層下部と中部の間に侵食境界が想定された（安藤ほか 
2007：図3b、11）。久保見ほか（2020）は、函淵層
下部の凝灰岩より約25 m上位の函淵層中部の中粒砂岩
から72.6 ± 1.0 Ma（2σ）の砕屑性ジルコンU–Pb年代
の最若クラスターを報告し、函淵層下部の凝灰岩から
得られたジルコンU–Pb年代（79.8 ± 0.8 Ma：2σ）を
考慮すると、函淵層下部と中部に約700万年の時間間
隙が推定される。これはちょうど函淵層中部では中部
カンパニアン階を支持するS. orientalis–schmidti帯やM. 

subtilistriatum帯を欠く点と調和する。ただし、これらの
化石帯の化石が単に産出していないだけの可能性もあ
るため注意が必要である。この時間間隙が想定される
函淵層相当層は他にもあり、例えば築別地域に分布す
るパンケ沢層である（図11）。パンケ沢層からは上部
カンパニアン階を支持するC. multicostatumが産出し（服
部 1965；守屋・平野 2001）、パンケ沢層最上部の
凝灰岩層から67.4 ± 3.2 Ma（1σ）のジルコンフィッ
ション・トラック年代（栗田ほか 1992）が報告されて
いる。このことから、パンケ沢層の堆積年代は上部カン
パニアン階～マーストリヒチアン階に対比される。一
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方、パンケ沢層と蝦夷層群上部の羽幌川層上部の明瞭な
境界部は確認されておらず（守屋・平野 2001：図7b、
11）、中部カンパニアン階を示すS. orientalis– schmidti

帯を欠くため、時間間隙の幅は小さいが一部を削剥する
と解釈され（守屋・平野 2001：図7b）、模式地の函淵
層と特徴が似る。一方、穂別、中頓別、および天塩－

図11　岩相・化石相・年代からみる北海道における上部白亜系（下部カンパニアン階）～上部暁新統（サネティアン）の生層序・
年代層序の広域層序対比案　Ando（2003）およびAndo and Takahashi（2024）を参考に作成。縦軸の地質年代表は、Cohen 
et al.（2024）に従った
凡例 アンモナイト類：Bo：Baculites cf. occidentalis、Bs：Baculites subanceps、Cm：Canadoceras multicostatum、Ck：Canadoceras kossmati, Dd：
Desmophyllites diphylloides、Gh：Gaudryceras hamanakense、Gi：Gaudryceras izumiense、G. n. sp.：Gaudryceras n. sp.（安藤ほか 2001）、Ms：
Mataplacenticeras subtilistriatum、Nh：Nostoceras hetonaiense、Pp：Polyptycoceras psudogaultinum、Tp：Tetragonites popetensis、Pj：Pachydiscus japonicus、
Pf：Pachydiscus flexuosus、Ph：Pachydiscus hidakaensis. イノセラムス類：Ia: Inoceramus amakusensis、Ib：Inoceramus balticus、Ij：Inoceramus japonicus、
Ik： Inoceramus kushironensis、Is：Inoceramus shikotanensis、Isp.：Inoceramus sp.、Sh：Sphenoceramus hetonaianus、Sn：Sphenoceramus naumanni、So：
Sphenoceramus orientalis、Ss：Sphenoceramus schmidti、Ssp.：Sphenoceramus sp. 恐竜類：Kj：Kamuysaurus japonicus、Ptj：Paralitherizinosaurus japonicus．
カメ類：Mu：Mesodermochelys undulatus. モササウルス類：Mh：Mosasaurus hobetsuensis、Php：Phosphorosaurus ponpetelegans．化石帯： 1）Shigeta et 
al.（2019）；Shigeta and Maeda（2023）；利光ほか（1995）、浦河地域：2）蟹江・酒井（2002）; Shigeta et al.（2016）、穂別地域：3）Takashima 
et al.（2004）；林ほか（2011）、大夕張地域：4）Takashima et al.（2004）；安藤ほか（2007）; 久保見ほか（2024）、夕張地域：5） Kubomi et 
al.（2023）、築別地域：6） 服部（1965）；守屋・平野（2001）；Takashima et al.（2004）、天塩－中川地域：7）高橋ほか（2003）；Ando et 
al.（2010）；Shigeta and Tsutsumi（2018）、中頓別地域：8）安藤ほか（2001）； Ando and Tomosugi （2005）；Shigeta and Tsutsumi（2019）、
宗谷丘陵地域：9）安藤・安藤（2002）；Shigeta et al.（2017）. ジルコンU–Pb およびFT年代：a）76.0 ± 1.3 Ma（95 % confidence）；Shigeta et 
al.（2016）、b）75.1 ± 0.9 Ma (95 % confidence)；Shigeta et al.（2016）、c）79.8 ± 0.8 Ma（2σ）; 久保見ほか（2024）、d）64.1± 1.1 Ma（2
σ）；Kubomi et al.（2023）、e）67.4 ± 3.2 Ma（1σ: ZFT年代）; 栗田ほか（1992）、f）80.2 ± 0.8 Ma（95 % confidence）；Shigeta and Tsutsumi
（2018）、g）69.8 ± 0.8 Ma（95 % confidence）；Shigeta and Tsutsumi（2019）、h）73.0 ± 1.3 Ma（95 % confidence）; Shigeta et al.（2017）、
i）70.5 ± 1.1 Ma（95 % confidence）; Shigeta et al.（2017）. 凡例 ZFT: ジルコンフィッション・トラック
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中川地域の函淵層中部は浅海成相から一部河川成相へ
と変化する堆積相を示し、S. orientalis–S. schmidti帯やM. 

subtilistriatum帯の化石が産出することから大きな時間間
隙はないと考えられる。
　従って、少なくとも模式地や築別地域に分布する函淵
層中部にはわずかな時間間隙が存在することが判明し
た。これは特定の地域に限られたものなのか、それとも
空知背斜や築別背斜の形成に伴う地質構造の問題なの
か、今後の地質調査で再検討していく必要がある。

3-3. 函淵層上部の層序対比とK/Pg境界不整合の
存在について

　模式地の函淵層上部は、安藤ほか（2007）の堆積層
解析によると、砂岩や泥岩を主体とする外浜～浅海成相
を示し、示準化石は産出しない（図3b、11）。一方、
中頓別地域の函淵層平太郎沢部層は、砂岩や泥岩を主
体とする外浜の堆積環境を示し（Ando and Tomosugi 
2005）、イノセラムス類I. kusiroensis、Inoceramus 

shikotanensis、およびS. hetonaianusやアンモナイト類
Gaudryceras hamanakenseやPachydiscus flexuosusが産出
する（図9b）。また、これら化石の直上の層厚約50 
cmの白色酸性凝灰岩1試料から69.8 ± 0.8 Ma（95 % 
confidence）のジルコンU–Pb年代が報告されており
（Shigeta and Tsutsumi 2019）、下部マーストリヒ
チアン階に対比される。また、宗谷丘陵地域のイチャ
ンナイ層は砂岩および泥岩を主体とする浅海成相を主
体とし（安藤・安藤 2002）、Gaudryceras izumiense、
G. hamanakenseやP. flexuosus、I. shikotanensis、I. 

kusiroensis、およびS. hetonaianusが産出する。また、こ
れらの化石の直上の白色凝灰岩1試料から70.5 ± 1.1 
Ma（95 % confidence）のジルコンU–Pb年代が報告さ
れ（Shigeta et al. 2017）、平太郎沢部層から得られ
た凝灰岩のジルコンU–Pb年代の不確かさ範囲で重複す
る。このように、中頓別および宗谷丘陵地域の函淵層
上部を比較すると、岩相上は中頓別地域の方がやや沖
合の堆積環境を示すものの、共通する化石相およびジ
ルコンU–Pb年代から、中頓別地域および宗谷丘陵地域
の函淵層上部は対比できる可能性がある（図11）。こ
の他にも、浦河地域の乳呑川層最上部の凝灰岩2試料か
らそれぞれ76.0 ± 1.3 Maおよび75.1 ± 0.9 Ma（95 % 
confidence）のジルコンU–Pb年代が報告され（Shigeta 
et al. 2016）、浦河地域の函淵層相当層である幌別層
は、少なくとも上部カンパニアン～下部マーストリヒ
チアン階に相当する（図11）。乳呑川層最上部の凝灰
岩のジルコンU–Pb年代によると、上位の幌別層も含め
ると、函淵層中部～上部に相当する可能性がある（図
5b）。一方、乳呑川層上部のシルト岩および泥質シル

ト岩から幌別層下部の中粒砂岩へと岩相が急変すること
から、乳呑川層最上部と幌別層下部の間に不整合ないし
侵食関係が存在する可能性がある（蟹江・酒井 2002：
図5b）。従って、函淵層上部の対比には、浦河地域に
課題点が残るものの、中頓別地域の平太郎沢部層、宗谷
丘陵地域のイチャンナイ層、浦河地域の乳吞川層最上部
+幌別層は下部マーストリヒチアン階に対比される可能
性がある（図11）。
　模式地や中頓別地域に分布する函淵層最上部の砂岩
や泥岩からは、微化石（Alisocysta margaritaやSubbotina 

triloculinoides）が産出し、顕著なK/Pg境界不整合が
想定されている（Ando 2003；Ando and Tomosugi 
2005：図3b, 9b）。特に、中頓別地域の函淵層最上部
では、約6–7 M.y.の時間間隙があることが見積もられて
いる。一方、Kubomi et al.（2023）は、夕張地域の函
淵層最上部からは大型化石は産出しないものの、凝灰岩
1試料から64.1 ± 1.1 Ma（2σ）のジルコンU–Pb年代
を報告し、上記微化石と併せて、函淵層最上部は下部暁
新統に対比されることを明らかにした。このことから、
Ando（2003）やAndo and Tomosugi（2005）で想定
された時間間隙幅はさらに短くなる、もしくはK/Pg境
界不整合の存在そのものを考え直す必要がある。
　今後、模式地では夕張シューパロダム建設により露頭
が消滅してしまったため再検証は困難であるが、中頓別
や夕張地域の函淵層のK/Pg境界不整合周辺の岩相、化
石相および、凝灰岩の詳細なジルコンU–Pb年代測定か
ら、両者の時間間隙幅や層序関係を詳細に再検証する必
要があるだろう。

まとめ

　1. 本研究ノートにおいて、北海道の各地域に分布す
る函淵層の層序、化石相、および年代を体系的に再整理
することで、現時点での函淵層下部と下位層との関係性
の把握や函淵層全体の各地域間での広域対比案を示すこ
とができた。ただし、今回取り上げることができなかっ
た函淵層が分布する地域（例えば、芦別地域や美唄地域
など）では、化石相や年代の詳細が明らかになっていな
いため、地質構造の把握も含め、今後の地質調査や年代
測定を詳細に行っていく必要がある。

　2. 北海道博物館には、蝦夷層群上部や函淵層から産
出したとされるカンパニアン～マーストリヒチアン階の
アンモナイト（久保見ほか 2023）、イノセラムス、お
よび北海道の白亜系の脊椎動物化石を多数収蔵する。本
研究の広域対比から、函淵層から産出するアンモナイ
ト、イノセラムス、および恐竜化石を含めた脊椎動物化
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石の採取地点の地質、層準、および堆積年代などを総括
的に把握することができ、博物館が所蔵する地学資料の
基礎データの蓄積にもつながった。

　3. 今回明らかになった函淵層の諸課題は、①模式地
の函淵層中部に存在する侵食による時間間隙幅の再検
証、②模式地および中頓別地域の函淵層最上部のK/Pg
境界不整合の時間間隙幅の再検証、③ ①および②の問
題が残る状態で函淵層という地層名を使用し続けても
よいのかといった点である。特に③に関して、国際地
質科学連合（IUGS）の国際層序学指針（ISG）による
と、「層群」は「2つ以上の関連する、もしくは連続す
る地層から構成される」と定義される（Murphy and 
Salvador 1999）。従って、各地域の函淵層に不整合が
存在する状態で蝦夷層群に属することは難しく、今後の
検討を要する。これらの解決に向けて、より詳細な地質
調査や年代測定に取り組んでいくと同時に、函淵層以外
の蝦夷層群についても残された問題を洗い出していきた
いと考えている。
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Regional Stratigraphic Correlation of the Hakobuchi Formation of The 
Yezo Group in Hokkaido:
Reconstruction Based on Stratigraphy, Fossils, and Geochronology
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The Cretaceous-Paleogene Hakobuchi Form-
ation of the Yezo Group, one of the uppermost 
formations of the “Yezo Forearc Basin” is consists 
from shallow-marine to fluvial deposits, and 
composed mainly of conglomerates, sandstones, 
and small amounts of tuffs. Many ammonoids, 
inoceramids, vertebrate fossils, microfossils, and 
radioisotope dates of clastic rocks have been 
reported from the Hakobuchi Formation. However, 
regional stratigraphic correlation of the Hakobuchi 
Formation (including equivalent strata) still presents 
stratigraphic and geochronological problems. 

In this paper, we comprehensively reviewed the 
geological, paleontological, and geochronological 
studies reported from the Hakobuchi Formation, 
and examined the regional stratigraphic correlation 
of the Hakobuchi Formation.

As a result of the review, the Hakobuchi 

Formation can be summarized as follows:
1)	 lower-middle Campanian: the lower part 

of the Hakobuchi Formation in the Oyubari (type 
locality) and Nakatonbetsu areas, the Osoushinai 
Mudstone Member of the Haborogawa Formation 
in the Teshio-Nakagawa area, and the lower to 
middle part of the Chinomigawa Formation in the 
Urakawa area.

2)	 lower Maastrchitian: the Heitarozawa Member 
of the Hakobuchi Formation in the Nakatonbetsu 
area, the Ichannai Formation in the Soya Hill area, 
the uppermost part of the Chinomigawa Formation 
(+ the Horobetsu Formation) in the Urakawa area.

Furthermore, an unconformity has been 
confirmed between the Cretaceous and Paleogene 
Hakobuchi formations, but the boundary requires 
detailed geological survey and dating.


